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9月16日、国分寺労政会館で、石川中裁判を支える会の第6回総会が開かれました。根津公子さんのいくつもの裁判の弁護を引き受けてくれている萱野弁護士と根津公子さんに現在の情況をそれぞれ話していただき、その後、鶴田敦子さんに「個人的なことは社会的なこと」（ジェンダーバッシングと君が代）というタイトルで講演していただきました。男女共学家庭科教育を進めてこられ、特に最近はジェンダーバッシングに対して強い危機感をもって発言されている鶴田さんのお話は大変明快でした。根津公子さんが多摩中で従軍慰安婦問題を教材にして授業をしたことで指導力不足教員にでっち上げられ、現場から外されようとした攻撃（根津さん第４次被処分）は、「戦争に向かう国づくり」への最初の攻撃であったのだと、あらためて気付かされました。最後に、定塚才恵子さんの力強い歌を聞き、教育基本法改悪反対・憲法改悪反対・「君が代」解雇反対の集会アッ　　　　　　　　　　　　　　　ピールを皆で確認し閉会しました。

）


講演の最初に、ジェンダーバックラッシュという言葉について確認したい。「ジェンダーとは、社会的文化的に形成された性」であり、男はこういうものだ、女はこういうものだと、断定的固定的にとらえることをやめようというのをジェンダーフリーと言う。性差をなくして中性にしようなどと言うものではない。バックラッシュとは、ジェンダーフリーの考え方に非常な勢いで攻撃をかけていることを言う。この点をまず確認したい。

私は、大学の教員をしながら、家庭科教科書の執筆にも関わっている。家庭科の教員で根津さんのように闘っている人を誇りに思う。日本では戦後、1947年から10年間ほどは家庭科は男女平等で学んでいた。が、政府は、1960年代の高度経済成長政策をとる前に、1958年に家庭科に「男女特性論」を再び登場させ、男子は技術、女子は家庭科という男女別学システムを作った。それが40年間も続いたために、私たち日本人の頭の中には、男は外で働くもの女は家庭に入るのが当然だということがすりこまれてしまい、他の国々に比べてそういう考え方が強くなってしまっている。私たちが何気なく個人的なことだと思い込んでいることは、実は非常に社会的政治的につくられていることなのだ。家庭科は、常に国家支配の道具として位置づけられてきた。家庭科と社会科はコインの裏表のように国の政策の道具にされてきた。では国家にとって家族とは何か。それは、統治の単位である。戦前の日本はこの（家族国家主義）を核とし、人々を戦争へ駆り立てた。上下関係のある家族は統治しやすい。個人の尊重と両性の平等の基づく家族を嫌い、家庭科の教科書検定において国家の考える家族像を書かせようとする。1996年の検定で、13点中4点の教科書が検定不合格になった。私は、家庭科の教科書に、レイプと言うことばを使って書いた。が文部科学省の教科書調査官に「レイプという言葉は日本の教科書では使わないことにした」と言われた。そういう検定が行われている。戦地におけるレイプは、若い兵士のとどめようのない性欲の結果であるという俗説は最近否定されてきている。つまりレイプは戦術として利用されている。女を守ることが男のあかしという軍の戦略の下では、自国の女がレイプされることは、もっとも無力を思い知らされる結果として働く。だからレイプは相手の軍隊に対するダメージを最も大きく捉える戦略なのだ。戦争ができる国にするためには、レイプという言葉や従軍慰安婦（戦時下レイプ）という言葉を使わせたくないのだ。性は物ではない。性は尊重されなければならない。根津さんが家庭科で従軍慰安婦のことを扱ったことは、ぜんぜんおかしくないことなのだ。

それと同じことが、ジェンダーフリーという言葉にも言える。中学校の教科書からジェンダーフリーという言葉は消えた。2006年高等学校家庭科の教科書検定でも、「子どもを生まない夫婦」という言葉が消え、人は結婚するものだという書き方へ変更された。ひとり親の家庭とか、離婚のことは触れさせないようにしている。家族というものは、私的なものである。今度「改訂」しようとしている教育基本法では、10条に「家庭における教育は、教育の原点であり、子どもの基本的な生活習慣、倫理観、自制心、自尊心等の資質の形成に積極的な役割を果たすことを期待される」となっているが、国家が法律で教育の内容を規定するということは重大な問題を含んでいる。

私たちは、生きる力を育てるという時、社会を変革する力を生きる力ととらえる。しかし政府は、生きる力を「いかに社会が変化しようとも、自ら自分の人生を切り開いていく力」ととらえている。ここが根本的な違いだ。ここから「自己責任論」が生まれ、しかし当然、自己責任では処理しきれない社会の不満が生まれ、それを誰かのせいにする傾向が生まれてくる。こうして安易に「自分たちが仕事に就けないのは女が仕事についているからだ」というジェンダーフリー攻撃が起きているのだ。

私たちは、個人的なことは社会的なこと政治的なことととらえ直し、様々な問題と取り組む人々と共同して知恵を絞り頑張っていきましょう。



　　　　鶴田敦子（著）　　　朝日新聞社　　1200円

「家庭科が狙われている」検定不合格の裏に

教科書問題と言えば、誰しもが歴史教科書を思うだろうが、1958年から約40年間、家庭科は女子だけが学んでいた。男女共に履修できるようになったのは1990年代のこと。男女共修の家庭科授業を目指して地味な活動を続けてきた鶴田さんや根津さんたち現場の数少ない教員の努力の結晶です。しかし鶴田さんが講演の中で触れられたように1996年の教科書検定で、実は、家庭科からも多くの不合格教科書が出ていた。この本は、実にわかりやすい言葉で、教科書検定の隠れた一面や、国策として利用されてきた家庭科の歴史などを、私たちに気付かせてくれる。根津さんの第4次被処分多摩中裁判では、原告根津さん側は、証拠資料として、鶴田さんの「家庭科が狙われている」を裁判所に提出してあります。ぜひお読みください。

講演を聴いて

　　　　　　　　　　　心に残った講演会　　　　　　　　　宇佐川富子

鶴田さんの話は、さわやかな語り口ながら、ジェンダーバッシングとそれを取り巻く政治状況についてきっぱり述べられていて、心に残った。ジェンダーバッシングは今日本が戦争に向かいそうな怖れのある流れの中で、“国家の意志”で、確実になされているのだ。憲法改悪や教育基本法改悪の動き、また、家族の在り方や家庭科教育を戦前と同様なものへとバックラッシュさせようという動きはその一連のものとしてつながっているのだということをわかりやすく話された。

『個人的なことは社会的なこと』という冒頭のタイトルに込められた真の意味がこの話を聞かれた皆さんはしかと確認できましたか？

古今東西、未来永劫なるジェンダー問題　　　　　　　　多摩市住人

この講演で、またひとり優れた人を発見できた思いである。「差別」に対してきちんと向き合って活動している人だとわかった。資本＝ネーション＝国家を超えて「世界共和国へ」（岩波新書・桶谷行人）を目指し理想的な社会が誕生したとしても。ジェンダーの問題は解決し続けなければならない問題としてまだまだ残りそうな気がする。現代の日本は、まさにジェンダーバッシング全盛期なのだから壁の大きさには気が遠くなる思いの情況である。だが、現在を生きている以上、女性として生きている以上、身にふりかかる差別、同性にふりかかる差別には、我慢がならない。

講演者の鶴田さんも提案するように、広範な人々との共同によって、真の平等社会のために生きることが後悔の無い生き方なのではないかと思う昨今である。違うグループ、職業の人たちとのつき合いが、いかに勉強になりひいては力強い変革になるかということはよく見聞する意見である。（勉強になる、目からウロコは実感するところである）

私の住む多摩市でも「アジア・ヒストリー」なる所で、鶴田さんが講演の中で触れた上野千鶴子さんの「ナショナリズムとジェンダー」の学習会を先日やった様子である。お誘いに乗れなかった弱み、申し訳なさでここで皆様にお知らせし、罪滅ぼしとさせていただく次第。

　　　　　　　　　　教科書とは　　　　　　　　　　　　　　　中島ゆり

家庭科が国策をもろに反映したものであり、家庭科の内容が検定のたびに変わるということは、国策が揺れ動き続けているということである。逆に言えば、国策が揺れ動き続けているにもかかわらず、教科書を検定し、そのたびに内容を時の政権の思想に合わせることは、「教科書」として正しい道なのだろうか。教科書とは何だろう。時の政権は自分たちの考えにそぐわない思想をイデオロギーとか偏った思想として排除しようとするが、そもそも全ての思想が偏っているのだ。私たちは目的に向かってそれを選びとる。自分たちの思想のイデオロギー性に無頓着な人々は、他人の思想のイデオロギー性を批判しつつ、自分の思想の正しさは絶対的なものと信じるが、その先にあるものや自分がどこにいるのかを見ようとしない。「戦争のできる国」にするために家庭科の教科書を変えようとか、「美しい国」にするために教育基本法を変えようとか、意図をもって動く者よりも、純粋で真っ直ぐに正しいものに向かっていると信じる無垢な人々は、目的が見えていないだけにさらに厄介である。自分を振り返るための道具として教科書を位置づけられないか。教科書の内容を決める検定で思想の対立を繰り広げるより、まさにその対立こそが教科書にとって重要な側面となるのではないか。


　

多摩中裁判について。今は、法廷ではなく、部屋で裁判官、原告側、被告側の三者でお互いの主張を整理している。双方の主張が出尽くしたところで証人尋問に入る。裁判官はめずらしく丁寧な人で、争点整理をよくやって、双方の確認を取りながら進めてくれている。おそらく年明けから証人尋問になるだろう。その時には、すばらしい意見書を書いてくださった鶴田先生にも証人として来ていただきたいと思っている。来年の秋頃、判決を迎えることになるだろう。石川中裁判を支える会は、将来的に、河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会と合同で闘いを進めていくと聞いたが、その河原井さん根津さんの停職処分取り消し裁判のことに、ひとこと触れたい。これは、「日の丸・君が代」関係の一番重い停職処分との闘いである。弁護団は全力で取り組んでいる。「日の丸・君が代」関係の裁判の集大成の裁判として闘いたい。キーワードは、①思想・良心の自由、という問題と、②教師の専門職上の自由、ということだと思う。人間は、心の中で何を考えても自由である。そこに争いはない。表に見える形で態度に表した時、どういう問題が起こるかが重要な問題である。「君が代」斉唱の際、不起立は心の中で思っていることが外部に表れた行為である。「日の丸」を引きずり下ろしたり、焼いたりした「積極的行為」ではなく、不起立は「消極的行為」であり、その保障は憲法19条に含まれる。キリシタン「踏み絵」の拒否や、沈黙の自由までが保障されなければ、憲法19条の意味がない。さらに、教師は、「日の丸・君が代」にはこういう考え方があるんだよと、教えてきて、卒業式の最後の授業でそれを表現する自由がなければならない。教師の専門職上の自由の保障である。この２点をめぐる争いになろう。

最後に私は、国労の裁判も担当している。国労の解雇者1047名は、20年間闘い続けている。この秋から重要な証人尋問も始まる。国労裁判も応援してください。



　今の私は、教員であったことと闘っていてよかったということをつくづく思っている。

この石川中裁判を支える会結成と機を一にして、多摩中で私を排除する攻撃が始まった。保護者からの、根津の授業を参観してほしいという要求が「授業観察」となり、都教委、市教委、校長ら多い時には８人がやって来た。そしてその授業観察後の研究協議会に参加しなかったのは職務命令違反だとして、減給処分にしてきた。当時の多摩市教育長は「根津を多摩市に採用したのは、根津をはやく追い出したいからだ」と言ったそうだ。この時期は、日本で、ジェンダーバッシングや戦争のための権力的な政治に向かった2001年と重なる。

多摩中での生徒を巻き込んでの攻撃は、きつかった。昨日まで信頼してくれていた生徒が、地域や保護者の「あいつは君たちを利用しているんだよ」という一言で、目も合わさなくなったりしていったのだから。きつかったが、石川中やそれ以前の学校で出会った教え子たちからの励ましに支えられ、何とか乗り越えた。でも、しっかりトラウマとして残ってしまっていた。そしてそれはきっちりたたかう中で、少しずつ克服してきたが、このトラウマを一掃できるうれしいことが、先日、鶴川二中前の道であった。一人の多摩中の卒業生に出会った。｢先生！｣と声をかけてくれるが、ぽかんとしている私に、「おれ、おれ、覚えていない？」とその若者。攻撃の発端とされた従軍慰安婦の授業を受けた生徒だった。側にいた私の友人が「その時はどうだったの？」と、訊くと、「あれ(攻撃)はひどかったよなぁー」「あの時、教わってよかったよ。教わらなかったら、今でも知らずにいたかもしれないから」……。これで私の多摩中のトラウマともおさらばです……。

石川中時代の生徒が、停職「出勤」日記のＨＰを読んで「力を得た」とメールをくれたり、しばしばある。

多摩中での攻撃を乗り越えられたことで、｢君が代｣不起立処分や攻撃は、たいした苦痛ではなくなっている。そして、教員であり闘っていてよかったと、つくづく思う。

ビデオプレスで「君が代不起立」（教師たちのレジスタンス・仮題）というビデオとＤＶＤを作ってくれていますので、買って下さい。再発防止研修抗議や、都庁ビラ配りを共にやって下さっている方々、いろいろな支援をして下さっている方々、皆様、今後ともよろしくお願いいたします。

　議案書から（一部抜粋）

★★★　　　　　　　　　　　　　　　★★★　

　　　　　2005年度総会（2005/7/9）から2006年度総会（2006/9/16）まで





2005/10/3　　第７回裁判傍聴支援　　根津さんの意見陳述

「なぜ私は男女共生社会を目指しての授業で従軍慰安婦と同性愛者のことを取り上げたか」　

2005/12/12　第８回裁判傍聴支援　　書面交換　　進行協議に入る　

法廷での審理は止まっている



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  2005/10/31　第９回裁判傍聴支援

難波孝一裁判官による「空バス判決」が出る
　　「異動要綱を逸脱してはならない」としながら、しかし、本件では特段の事情が６つもあったのだから、逸脱しても仕方がない、という判決。　事実を事実として認定しなかった。根津さんが利用しているバス停の、ありもしない時刻表のバスに乗り、その路線バスが、空中を飛んで行けば京王八王子発の電車に乗れ、そうすれば、90分で通勤できるという都教委のでっち上げを全面的に引き写したもの。さらに、もし電車がだめなら、車で通勤すればいいではないかとまで言い及んだ。「都教委は職員の車通勤を禁止している」ことをこちら側は当然、準備書面で主張していた。裁判所は、都側の準備書面しか見ていないということが証明された判決だった。　控訴。

2006/2/8 　東京高裁第1回控訴審傍聴支援

　4/19　 　　　　第2回控訴審傍聴支援　　

2006/6/21　  　　　第３回控訴審傍聴支援

空バス判決よりもひどい反動判決が出る　

安倍嘉人裁判長　片山良広裁判官　後藤健裁判官

　　　　　　事実認定もでたらめな上に法解釈の基準を都教委に有利にした……「異動要綱は法律、規則、条令でもなく、法規に準じる効力を認めることはできない。」異動要綱というルールは何のために存在していたのか、そのルールが守られていた歴史を裁判所はどう見るのか、権力がそのルールを破っているということを裁判所はどう見るのか？　　　　2006/7/3　上告　



　

2005/7/21 「日の丸君が代強制」不服従者への再発防止研修時（基本研修）の都教委への抗議と被処分者激励  水道橋技術センター
 　 　　2005年３月卒業式４月入学式の不服従者　50名対象

　　  9/7 　専門研修時　被処分者のうち15名の減給・停職被処分者対象

　　　　　　根津さんのほか会員の岸田静枝さん牧野一恵さん 目黒研修センター

2006年に入り……

3月卒業式、4月入学式を控え、違憲・違法の10・23通達には従わない不服従の意思表示をしている根津公子さんと河原井純子さん（養護学校教員）には、全く見せしめ的累積処分が加えられ、免職の危機が迫ってきました。石川中裁判を支える会事務局では、君が代解雇は絶対させないと集まった市民による“河原井さん根津さんらの「君が代」」解雇をさせない会”の趣旨に全面的に賛同し、共同歩調をとることに決めました。ご了承ください。そして、具体的には2月6日から下記のような活動をしてきました。

1、 署名集め

2、 署名を持って都教委へ交渉に行く　

3、 都庁前でのチラシ配りアッピール

都教委に署名を提出するだけでなく、私たちの要求や質問を持って直接会って訴えようと、行き始めたのが２月末。都教委は数年前、都民に対応するのは教育情報課一本に機構替えをしたので、都民が担当所管と直接会う道を断った。直接人事部教職員課などの担当所管に行っても、対応してはもらえない。やむなく私たちは教育情報課に行き、質問と要請を始めた。教育情報課は、当初は立ち話の対応だったが、３月末になると、面会する部屋を用意するようになった。しかし回答は、「回答は控えさせていただきます」というもの。私たちは都教委の回答を引き出すべく、ほぼ毎週、質問と要請に行った。教育情報課の担当者は、それなりの努力をしたのではないかと推察できる部分もあったが、突如、７月に入ると、「係争中につき、回答を控えます」という回答、そして面会拒否。担当所管からの指示なのだろうが、これでは、都民からの苦情・要請・質問等に対応する職務を負う、教育情報課の職務放棄です。私たちは諦めずに、これからも都教委に回答・対話を求め続け、また都庁前でチラシ配りの情宣活動も続けます。

要求内容　１、違憲違法の累積処分をするな

　　　　　２、都教委は全国から集まっている署名をどう扱っているか？

　　　　　３、教育長ないしは人事部の所管課長などの責任者と直接に話をしたい

　行った回数　　　　月日　 　　　渡した署名数　　　それまでの署名累計
１回目   　　　　２・13      　　２５７       　 ２５７
２       　　　　２・２４      　４４９　　 　　 ７０６
３       　　　　３・６       　１８１８　　　　２５２４
４       　　　　３・１４     　１３３４　　　　３８５８
５       　　　　３・２３　　　 ４９２９　      ８７８７ 

６       　　　　３・３１　　　 ５２８２　　　１４０６９ 

７       　　　　４・１２　　　 １４２８　　　１５４９７
８       　　　　４・２１　　　　 ２３０ 　　 １５７２７
９       　　　　５・８　　　　　 ５７２　　　１６２９９ 

10       　　　　５・１９　　　　 ８３７　　　１７１３６
　　　　１１　　　　　　 ５・２９　　　　否提出　　　　　　　チラシ配りだけ

　　　　１２　　　　　　 ６・９　　　　   ９２７　　　１８０６３　

　　　　１３             ６・１６　　　　否提出　　　　　　　チラシ配りだけ

　　　　１４　　　　　　 ６・２３　　　　否提出　      　　　チラシ配りだけ

　　　　１５　　　　　　 ６・２９　　　  否提出　　    　　　チラシ配りだけ

　　　　１６　　　　　　 ７・７　　　  　否提出　　    　　　チラシ配りだけ

　　　　１７　　　　　　 ８・７　　　　   ３３２　　　１８３９５

　　　　１５　　　　   　８・２３　　  　否提出　　  　　　  チラシ配りだけ

　　　　１６　　　　　　 ９・８                        

４、「停職出勤」中の根津さん激励

　　6/15河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会主催の支援集会に協力　

５、人事委員会傍聴支援

　　2004年2005年3月4月の不服従被処分者の根津公子さんや石川中裁判を支える会・会員を含む東京教組の被処分者10人の人事委員会審理の傍聴支援

　　第1回　　　　　４月　３日 　 請求人の意見陳述

　　第２回　　　　　５　　１７　　全都の審理請求団体合同審理

　　第３回　　　　　５　　３０　　校長尋問が始まる

　　第４回　　　　　７　　６　　　校長尋問

　　第５回　　　　　８　　７　　　校長尋問

　　第６回　　　　　９　　５　　　校長尋問

　　第７回（予定）　１０　６　　　校長尋問　　立川二中　根津さん前任校校長　

　●ゼッケン・Tシャツ報復処分関係●

都教委の職権濫用、違法違憲の報復行為はとどまるところを知らない。2005年7月の再発防止研修時にゼッケンTシャツを着用し意思表示をした教員10名に対し、「職務専念義務違反」という名目で処分を出した。石川中裁判を支える会関係では、根津さん第８次被処分……減給１ヶ月　岸田静枝さん第４次被処分、牧野一恵さん第３次被処分　福島進さん第２次被処分……共に戒告、石川中裁判を支える会のオブジェクションTシャツを着て研修会場に入った塚本秀男さんにも戒告処分が出された。

このあまりの暴挙に対し私たちは下記のような要請と抗議行動をしました。

　　・要望書「職権乱用の報復処分をするな」都教委に要求書提出

・報復処分対象の１０名への事情聴取時の抗議と支援

・12月1日、処分発令時の抗議と支援

・さらに都教委は１月19日と2月1日（この日は根津さんだけ）に、この処分に対する再発防止研修を強行　抗議と支援

この再発防止研修の執行停止申し立て費用・100万円のための緊急カンパ要請活動したところ、短期間にもかかわらず、多くの皆さんから70万円を超えるカンパをいただき、皆様方の熱い気持ちを確認することができました。また、裁判所は執行停止命令こそを出しませんでしたが、今年の再発防止研修時には、都教委は、昨年の再発防止研修時のような「こちら側の質問には一切答えず、書類の棒読み、逃げ切り、時間切れ」というようなあまりにも呆れた研修を強行することはできず、一部の被処分者の質問には答えました。
★★会計報告★★★　

石川中裁判を支える会第６回総会　集　会　ア　ピ　ー　ル　
2006年9月16日（土）　集会参加者一同
教育基本法改悪反対・　憲法改悪反対・　「君が代」解雇反対
根津さんは3ヶ月停職を校門前の自由地帯で子ども達とも交流しながら過ごしました。今日は立川、明日は鶴川、そして週に1度は都庁詣でと。厳しい声には何とか繋がる道を探し、差し入れや「がんばって」コールからは勇気を貰いつつ闘い抜きました。だから7月21日の再発防止研修も、取り調べもどきの長時間ものでしたがやり抜くことが出来ました。外では雨にもまけず多くの仲間が「抗議とがんばれリレートーク」を繰り広げて支えました。こうした繋がりを強固にして、攻撃を共に跳ね返していく闘いが今後益々大切になってきます。
　都教委は全国からの18000筆を超える署名にも耳を傾けず、累積処分や再発防止研修を繰り返えしています。そしてあのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そら),空)バス判決は高裁で更にねじ曲げられ、裁判官がせせら笑いを浮かべながら退場するという許し難い法廷でした。学校は日常的な服従に始まり、「君が代」直立不動斉唱の踏み絵に加え、「職員会議は伝達の場。採決禁止」という通達までが出る始末。民主主義を学ぶ場で、教える教師に「自分で考え判断し、意見表明することを禁じる」に等しい酷いものです。政府は「新しい日本（＝戦争をする国）をつくるには新しい憲法で」と、改憲を煽り、「国を愛し、お国のために（男子たる者）命をかけよ（捨てよ）」と教育基本法の改悪に全力を傾けています。わたしたちは戦争に繋がる道を歩む気はありません。命こそ宝だから。
「君が代」問題・天皇の軍隊と「従軍慰安婦」問題・靖国参拝と合祀問題等は差別と深い関わりを持っています。80年代女性差別撤廃条約・子ども差別撤廃条約の流れを受けてやっと語り出された「従軍慰安婦」問題は、対等な関係を生み出す力の育成に多くの材料を提供してくれました。「男だから女だから」の縛りから自由になり、誰かを踏み台にして成り立つ生き方を止め、生活・経済・精神の自立を大切に考える教育が求められました。それを家庭科も担いました。一人ひとりの尊厳と様々な家族の形を認め合うことは「ジェンダー・フリー教育」や「人権と性の教育」とも深く関連してきます。この考えは「国に命をかける男子を奉る」という考えとは対極にあります。だから「従軍慰安婦の家庭科の授業」が狙われ、根津さんへの指導力不足等教員でっち上げが仕組まれたのです。それはジェンダーバッシングや性教育攻撃に続き、日常的服従の強制へと広がったのです。

深夜バスに揺られてへとへとになって帰宅する若者に希望を紡ぐゆとりもない。数値目標に煽られて労働者のサービス残業は増える一方。6割を超える企業で心身の疲弊状況が増加。これでは家庭力は弱体化の一途。「学力・学力」と夏休みは減り、学力テストは増える。学ぶ意欲も生まれ難い。税金・国民健康保険・医療・介護保険と軒並み支出は増え、受けたい支援は狭められた。ベッドを取り上げられ、病院からも追い出される新しい介護制度で「自立支援」は不安だらけ。子どもも若者も大人もシニアも、女から男まで我慢の限界を超えつつある。もうやり過ごすわけにはいかない。流される情報は大本営の網がかかっていて「本当かな？」「どうして？」が多く、考え判断する材料にならない。矛盾だらけの靖国問題・一方的な北朝鮮たたき・ちらっとしか取り上げない強制連行の遺骨問題や抗議する人々の姿等々、「何か変だ」と多くの人が感じ始めている。

「おはようございます」ビラを手渡す朝の都庁前、「ご苦労様」とそっと応えて受け取る人。土曜の駅頭署名、「学校で勉強したよ。戦争はいやだ。」と駆け寄って署名する子ども達。街の中で元気が脹らむ。自分らしい色をにじませて、いやなことにはいやだと言い続ける先に、又新しい勇気も生まれる。根津さんへの攻撃は私たちへの攻撃です。「闘い抜くことでしか歴史を切り拓くことは出来ない」以上、ひとり一人がそれぞれの闘いを通して繋がっていきましょう。　　　


◆◆◆お知らせ◆◆◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

今後、《石川中裁判を支える会》会報「ほうせんか」には、根津公子さんの第5次被処分支援関係までを載せます。

第6次被処分以降の闘いの報告や支援の呼びかけ、つまり、10・23通達後の被処分である［日の丸・君が代強制不服従による累積被処分］関係は、《河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会》発行の「河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会ニュース」に掲載いたします。ご了承ください。よろしくお願いいたします。

事務局　
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